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会 議 録 

会議名称 第６期幸区区民会議 第 13回専門部会（魅力発信でつなぐ まちの活性化部会）

日 時 平成２９年１２月１９日（火）１８：３０～１９：３０

会 場 幸区役所 ４階第４会議室

出席者 ●区民会議委員（50音順）
神谷修委員（部会長）、阿部稔子委員（副部会長）、伊藤善通委員、大野勝彦委員、

佐野禎彦委員、高橋希委員、中原敏子委員、成川慎一委員（全体会議委員長）、

松井節子委員（全体会議副委員長）

●事務局

 幸区役所 田村副区長

幸区役所まちづくり推進部企画課 岸課長、吉岡課長補佐、安藤職員、中村職員

（株）社会空間研究所 中島氏

欠席者 なし

傍聴者 なし

配布資料 ●資料１   「魅力発信でつなぐ まちの活性化部会」調査審議スケジュールイ

メージ

●資料２   魅力発信でつなぐ まちの活性化部会からの提言（案）

●資料３   第６期区民会議フォーラム実施内容案

●参考資料１ 「第６期幸区区民会議」スケジュールについて

●参考資料２ 第 12回専門部会（魅力発信でつなぐ まちの活性化部会）会議録
●参考資料３ 第６期幸区区民会議委員・参与名簿

●参考資料４ 提言の素案

●その他   チラシ「高齢・障害・地域福祉計画 区民説明会の開催」

議 題 （１）提言内容の検討について

（２）フォーラム実施内容の検討について

（３）その他
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決定事項 （１）提言内容の検討について 

・提言(案)について、検討を行った。
・出された意見を基に提言内容を修正する。

（２）フォーラム実施内容の検討について 

・正副委員長と部会長以外に、阿部副部会長、大野委員が参加することで確認し

たが、フォーラム開催日まで時間があるため、参加者については改めて確認す

ることとした。

・傍聴者側に過去の区民会議に携わった委員長や関連団体に参加を呼びかけ、デ

ィスカッションを行うこととした。

（３）その他 

・区民会議意見交換会の参加者が決定。

⇒Ｂ部会では、成川委員長、松井副委員長、神谷部会長、阿部（稔）副部会長と

伊藤委員が参加。

⇒Ａ部会では、阿部（法）部会長、小野副部会長が参加。

会議の内容 

及び 

主な発言 

 ●事務局より会議資料を確認。

●事務局より今後のスケジュールについて資料１を確認。

（１）提言内容の検討について 

●事務局より資料２「魅力発信でつなぐ まちの活性化部会からの提言(案)」に
ついて説明をした。

○出された意見を基に提言内容を修正することとした。

〈主な意見〉

・全体的には、大変分かりやすく３つのポイントでまとまっていると思う。ベー

スとして、アンケート調査や現地調査でヒアリング等を積み重ねたうえでの提

言だと思うが、提言１・２・３のどこかにアンケート、ヒアリングに基づく提

言であるという一文を入れたほうが良い。

・気になったのは、表現が被っている部分がかなりあることで、提言１の１行

目で「つなげるため、住み続けてもらうため」というように、１つのセンテ

ンスに同じような表現が重なるのは、避けた方が良い。

・趣旨の最後の語尾に「考えます」と「考えられます」という 2 種類の表現を
しているが、表現を統一したほうが良い。

・提言１の四角の中の３行目、～最幸のまち・幸という「魅力を伝わるよう」

とあるが、「魅力が伝わるよう」に修正が必要。

・「30、40代」と「30、40歳代」の 2種類の表現があるが、どちらかに統一す
べきである。
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・提言１の四角の中で、30、40代に魅力を発信していくことは前提だと思うが、
初めて提言を聞いた時に年配の方々が、「私達はいいのね」といった感覚を持

つのではないか。他の世代にも広角的に伝わるような表現方法が良いのでは

ないか。

・30、40 代の子育て世代に限定しているが、そこに「30、40 代等」のように
付け加えた方が良いのではないか。

（２）フォーラム実施内容の検討について 

●事務局より資料３「第６期区民会議フォーラム実施概要案」について説明した。

○阿部副部会長、大野委員が参加することとなった。

⇒フォーラム開催日まで時間があるため、他の出席者については改めて調整をす

ることとした。

〈説明の概要〉

・取組紹介の中で、「ウ 進行」の⑤ディスカッションであるが、提言の発表が

盛り上がるように提言の担い手になる団体、Ｂ部会であれば、子育て支援に関

する団体や魅力を発信するような団体に協力をしていただいて、観客席にいら

っしゃった際に提言に関する意見交換や何が出来るのか議論ができればよい

と考える。Ａ部会であれば、幸区 PTA 協議会や交通安全対策協議会といった
団体の方をお呼びして議論をかわす形が行えればと考える。

・第５期までの取組の説明を事務局で行うが、可能であれば過去に区民会議の委

員長を経験された方、前期で言えば西野委員長にお越しいただいて、どういう

取り組みをしてきたか、レスポンスしていただければと考えている。

・常設のブースの方は、13時から 16時の間でパネルを用いて説明、これまでの
部会での調査審議状況の説明をお願いしたいと思っている。前回事務局として

今後のコミュニティの在り方に向けたシール投票が出来ればということで提

案し、内容についてはまだ白紙の状況であるが、補助という形でご協力を頂き

たいと思う。

・１時間半という枠でご参加いただく案だが、提言を発表する時間帯があるので

その時間には、ステージに上っていただくので、実質１時間ずつパネルの説明

とシール投票が出来れば。委員で当日（３月３日(土)）の 13時から 16時の間
で参加できる方は、参加いただければと思う。

・今まで傍聴が寂しかったという意見もあったので、事務局の方からもお声かけ

をさせていただき、傍聴者の方と区民会議との間の意見交換が弾むように準備

したいと思う。

〈主な意見〉

・正副委員長・部会長には、ご出席して頂いて、ブースの担当については、別途

調整させていただく。



4 

⇒過去の委員長を呼ぶ場合、出席される場合にどちら側に出るのか。

⇒（事務局）第６期の発表をするのがメインなので、傍聴者側に出席いただく。

・１時間の時間配分は、どう考えているのか。

⇒（事務局）Ａ部会・Ｂ部会の報告がメインなので、15分ずつで 30分。その後、
ディスカッションを 15～20分程度行うことを考えている。

・進行の①～⑥は、当日レジュメみたいな形で出すのか。タイトルが「区民会議

の取組紹介」になっているが、メインは第６期の提言なので、そのキーワード

をいれてほしい。

・ディスカッションの 15分の部分に成川委員長にも参加していただいて、手伝
っていただきたい。 

（３）その他 

●事務局より、区民会議意見交換会の参加者について確認した。

⇒その結果Ｂ部会では、成川委員長、松井副委員長、神谷部会長、伊藤委員が参

加予定。阿部（稔）副部会長は、スケジュールを確認し調整する。（※阿部（稔）

副部会長も参加することで、後日連絡あり。）

⇒Ａ部会では、阿部（法）部会長、小野副部会長が参加予定。

●事務局より「高齢・障害・地域福祉計画 区民説明会の開催」のお知らせの告

知を行った。

（説明の概要）

・市の総合計画を作ることと連動して、福祉系の事業計画を今後策定していくた

めに区民の皆様への説明会を、１月 26 日（金）に幸区役所４階会議室で 14
時に開催をする。チラシ裏面に、この計画に関するパブリックコメント募集に

ついても記載させていただいている。

以上


